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秋田大学鉱山学部鉱業博物館

観音台と呼ばれる秋田市手形字大沢31の地は豊かな

自然林におおわれた静かな山腹の一部である.この

山腹の一角に秋田大学鉱山学部鉱業博物館が純白の

美しい姿を見せて建っている(第1図).円形3階建

の本館長方形4階建の研究室両者の接続部など延

面積3,663平方メｰトノレの鉱業博物館は秋田大学の前

身である秋田鉱山専門学校の標本室カミ昭和16年2月に

類焼して以来およそ10年後の昭和26年11月に再興され

た鉱山博物館を母体とし鉱山学部創立50周年記念事業

として完成され昭和36年10月8目天皇皇后両陛下の

御臨幸の下に開館した.

建物母体の白と接続部や腰の外装材として使われてい

る塩焼煉瓦の渋い色は背後の緑とも巧みに調和して

素晴らしい外観を見せているが陳列本館の内部も地

質系博物館らしく様々の配慮カミなされている.

こじんまりした玄関を入ると左側の壁に一般の博

物館では見なれない鉱物の結晶形を示すモザイク張り

がありこの博物館が地質系の博物館であることを暗示

するとともに内部の陳列展示への導入部としての役割

を果している(第2図).

1階には象徴的空間としての中央ホｰル陳列室

事務室館長室赤接室会議室工作室などがある

(第3図).

中央ホｰルはこの建物の中心部に当り大理石を用

いて円形のモザイク張りをしたその床は建築石材とし

ての大理石の価値を示す一種の展示であり建物の形や

小村幸二郎

上階への階段の形との調和を考慮して石のもつ美しさ

と建築の美しさを示している.平面的に円形を示す階

段は多分屋上のガラスを通る光を可能な限り確保す

るためのアイデアと鉱物や岩石など一般には冷たさ

を感じさせる展示物を主とするこの種の博物館の内部

にやわらかなムｰドをかもし出す建築上の演出の表わ

れであろう(第4図).

博物館としての役割を果すためには標本等の陳列展

示のほかに管理･事務的業務が行なわれなければなら

狂い.この博物館には玄関を入った右手の廊下に面

して事務室(第5図)館長室(第6図)応接室(第

7図)会議室(第8図)などがある.どの室も決

して大きくはないが小じんまりとまとまっており動

線を考慮して中扉で連絡されている.

工作室は東側の長方形の建物の一部にある.ここで

は陳列物の説明プレｰトやパネル柱とが作られている.

現在では日本唯一ともいえる特徴ある博物館であるだけ

に陳列物の交換などもかなりひんぱんに行なわれるの

であろうからこうした作業もかなり多いのだろう.

職員の1人カミ常時この作業に従事しているというこ

とだカミ博物館の維持費を考えると外注するよりはは

るかに安上りかもしれない(第9図).

1階には413.9平方メｰトルの陳列室と28.8平方メｰ

トノレの特別陳列室がある.この陳列室には鉱物岩

石非鉄金属鉱石以外の鉱石化石鉱業に関する文化

史的資料建築用石材などの標本が陳列されている(第

第1図鉱業博物館の全景(大町北一郎技官撮巖)左側の円筒状の建物

は陳列館右側の長方形の建物は研究棟両者の接合部の外装

材には塩焼煉瓦が使われている

第2図玄関左側の部分(大町北一郎技官撮影)玄関のハメコロシのガ

ラス越しに黒く見える八角形は鉱物の結晶の形を表わすモザ

イク張りの一つ�



一19一

�

妻1

タ

1階

�

“23ク1

!べ憧1ク

�

㌃

〵��

�

�

�

句¢

3階

��

〵��

五6

凄階

◎

�

…㎞

11竈

�

Oδ10m

織8

4階

�

μ

�

⑩

第3図

窒配置図(秋回大学

鉱山学部鉱業博物

館3頁5頁ラ

買より一部変更して

転載)
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1.中央ホｰル

2.事務室

3.館長室

4.店接室

5.会議室

6.特別陳列室

7.陳列室

8.ボイラｰ室

9.工作室

10.倉庫

11.休憩室

12､資料整理室

13｡有工室

1遂.標本格納室

15､講堂

161研究室(金塗)

王7､ドｰム屋根

工8.屋上

101112図).陳列方法はいわゆる分類陳列法であ

るが一部では秋田県産の鉱物や鉱石淋一括して陳

列さ.れている(第13図),このよう抵陳列が匁されてい

ることにく)いてはこの博物館の入館脅の多くが秋田大

学の関係者や鉱業関係者いわゆるある程度の専門的智

識をもっていることを暗示しているように思える.し

かしそうした知識をもっていない入館者のためにも

ある程度の配慮はなされている.例えば動物化石陳

列の場把その動物の小型復原模型が置かれているのは

その1例である(第!2図).

円形建物の2階には

にある休憩室を除いて

それぞれの採鉱選鉱

東側の建物との接続部の延長上

非鉄金属鉱石･鉄鋼原料鉱石と

製煉加工および利用に関する

第星図中央ホｰルの沫のそザイク張リ(大町北一郎技官撮影)

円形のモザイク張りの中心は陳列館の中心に当る中心部に

は鉱石の大型標本カ茎陳列されている第3図で分るように

階段はこのモザイク張りを取巻くように円形に造られている

簾5図撃務蜜の一喝;右手前方θ)小窓は受付になりている�
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松隈寿紀教授

第7図

館長室と会議室の間にある応接室と

室

長

館

第6図

韻

譲

すべてこのエイ1

工作室説朗用フレｰトやパネルだとは

室で作成されている

第9図

館員の会議のための室とし

会議室小じんまりとしているカ

ては手頃である

第8図

明るい陳列室外光を最大限に取入れるため外壁は構造的

に必要な部分を残してガラス張りになっている

･鰯一鰯･

第11図

手前にあるタイプの陳列ケｰスは余り多くは便わ

岩石の陳列

れていない

第!0図�
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られた｢日本地質鉱産図｣とこれに対庶した鉱石標本

の陳列によって終る(第19図).

東側建物の3階と4階には分析室2室と研究室15室

がある.大学付属の博物館としては分析室や研究室

などは必要次さそうに一般には思われがちだしまた

入館者の多くは博物館業務の一部として研究業務が

行なわれていることに気カミつかない.

しかし入館者の智識の一つの種となる標本や模型や

パネノレなどを一つの目的意識に従ってより有効な方

法･演出によって陳列するためには学問的裏付けを欠

くことはできない.そのために研究室や実験室など

は陳列･展示を行なうための基本的業務の場として

自然科学系の博物館や標本館衣とでは確保されるべき

であろうしまたそうした業務カミ基礎の一つとなって

陳列･.展示がよりよく行柱われること･を入館者に学ん

でもらうことも無駄ではなかろう.

この建物にある研究室も研究内容や使用機器類の違

いによって内部の状況はかたり異なっている(第17

1819図).しかし流しや棚などはほとんど同一規格

のものを作りつけにし将来の室転換に対する考慮が払

われている.

講堂は講演会や学習の場としてまた映像展示の場

として使われている.そのため映写楽鴛と小さ抵控

室が設けられ七いる.最近ダ)博物館にはほとんど例

外なくこのような映写設備をもつ講堂が設けられてい

るがこれは恐らく視聴覚教育が博物館において重要

な位置を占めることを示しているのであろう.

一通りの見学を終えて屋上に出てみた岨付近一帯

は白鎧の世界とは云えないまでも雪におおわれてい

る.駒ヶ岳の火山灰でも含まれているのかこの博物

館に来る途中の大学構内に積っていた雪の一部は淡黄

色であった､建物の基部の回りに妙な模様がある

(第21図).水滴カミ雲を溶かして出来た模様だカミ建物

と雪の白塩焼津瓦の渋い色この模様の黒が妙に調和

して人手で作ったもののように見えた.

およそ1,590平方メｰトルの陳列面積は博物館とし

ては決して広くはたいが大型パネルのようなものを一

切省きあくまでも標本や特定の模型に陳列の重点がお

かれているせいか空間も動線も広く専門家と専門的

知識を備えた人を対象にした質的に充実した博物館にな

っている.この博物館は今後一層充実されることだ

ろうが鉱業の活発さという点ではわが国第一の東北

地方を背景にしているだけに地学の普及という面でも

より一層の充実が計られるのカ､もしれない.そうした

時をもし迎えるとしたらその時点からこの博物館の

陳列のあり方もある程度は変るのではなかろうか.

地球の歴史上に起った数々の事件の発生の原因と実態

とそのもたらしたものそれに関連する生物の消長地

球の未来像員増しに洞渇してゆく鉱物資源火山活動

や地震など人聞生活と深い係わりあいをもつ地質現象

の神秘惟とその究明の箆要性液とに関する陳列や解説は

多分地質を知ら放い人々にピ=･てポ｡とも興味をそ

そられるものであろうしまた地球科学の道への足が

かりに抵るだろう.

鉱業博物館は多くの人々の努力と協力と善意とによ

って完成しそして多くの人女に知識の糧を与える

場として重要な位置を占めている.しかし仁の博

物館を本当に完成されたw)として見てよいσ)だろうか｡

建物の規模･設備陳列されている標本や模型の数･量

鍬禰康側鐘物ζ為る郷

党蜜晩)ピ)研究室兼実験室

として使期され山ζいる

第16図3階の壁面を一杯に使った立体地質鉱産図立体地形模型に地質を示す彩色

をほどこし･おもな鉱山の位置を手前のスイッチによって点滅するランプで

示すようになっている下段の鉱石標卒は各鉱山の代表的鉱石である�
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{研究室の一隅実験台･

器具用台枚ど多目的に便

用できるよラコンクリ

ｰ一ト製の台が壁面に作り

付けられている

研究室の一隅

を便用するので

第19図屯

化学薬品

流しは

の豊かさ博物館業務などからみて館員の増強と維持

費の確保という面だけをみても現在の館員の方々の御

苦労ははかりしれないように思える.こうしたことが

ほんの一時の見学を終えた者の適正を欠く感想にすぎな

ければよいカミ.もし本当だとしたらこの博物館の設立

意義を全うしそして一層の活動をする上において

基本的に解決されなければならたい問題だろう.

このような問題は他の博物館においても包蔵され

ているかもしれない.博物館等は理想的活動とそれ

を支える人員の確保があってこそ私には完成された

ものとして見える.(筆者は鉱床部)

一スは第10～

第14図に示した

ものとこの図に

示したものにほ

とんどが統一さ

虹ているゆっ

たりした動線幅

一と規格化された

陳列ケｰスは

視覚的にゆとり

をみせている'

第21図陳列館外壁の一部を見る
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事新刊紹介

物理探査

一～資源開発か自然認識～

皐川正巳著

1物理探査の専門書としては物理探鉱技術協会の十周

…年記念号および二十周年記念号や石油技術協会等の出

;版物はあるが物理探査全体についての入門書やさし

ミい解説書枇かなか見当らない･その意味で本書は格

…軒の参考書といえよう.物理探査はもともと石油石

1炭等の燃料資源や鉱物資源を探査することからスタｰ/

冒したのではあったがその後土木防災関係から最近は

三核燃料地熱等のエネノレギｰ資源の探査ひいては地震

煮立符含めての地殻の本質をきわめるためにも貢1

本書はこれらの新しい物理探査技術の中味と共に;

孟賞㌘㌶黄1膿簑鴉意瓢三1

のアプロｰチにどのように結びつ/かなど著者11その1

豊かな経験をもとに歩んできた道をふり返りながら興味1

深く描いている･著者はもと地質調査所でその半生を;

物探の発展と共に尽し現在は東海大学海洋学部で活躍…

している.;

嚢二灘工㌫竈､旧1

日本放送出版協会…

NHKブックス227…�


